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歴 史 の一回性へ の接近

小 ヨ日 丙 午 郎*

Approachto"Einmaligkeit"ofHistory

HeigoroODA

(1976年9月30日 受 理)

は じ め に

Eφdπαξ はギ リシア語,英 語のHolyBibleは これ をonceま たonceforallと 訳 し,ド

イツ語のHeiligeSchriftはeinmalとeinmalfurallemalの 訳 語を与 えてい る.こ れは古

典ギ リシア語に由来 しなが ら,Koine殊 にNewTestamentGreek(新 約 聖書)の ギ リシァ

語 として原意 以上の 語義 と語感 とを持つ に至 ったので ある.日 本聖書協会 出版の現行訳聖

書は これを一度 とかい ったん としてい るが,こ れ らには英語のonceと ドイ ツ語のeinmal

の 意 義が訳 出 されて もonceforallと かeinmalfurallema1の ニ ュァ ンスは滲んで い

るで あろ うか.… 方新 約聖書 にはEφ6π αξ と同意義 と して 飾 αξ が ある.こ の語 を含む

章句 の数 か ら言えばEφ6π αξ よ り遙 かに多い.な お新 約聖書27巻 の うちEφdπ αξ1)を 含

む章句 を収めて いるの は ローマ人 への手紙,コ リン ト人への第一の手紙 とヘ ブル人への手

紙 に限 られてい るが,痂 αξ2)は 別 注 に示 され るよ うに,ヘ ブル人への手紙 を加え さ らに

4つ の手紙 に使用 されて いる.

同 じ意味 を持 ちなが ら,時 の経つ につ れ,そ の間 に自ずか らウエイ トの序列が生ず るの

は各 国の国語に あり得 ることで ある.こ れはEφ6π αξ と 伽 αξ との 場合で あろ うか.

EmilBrunner(1889-1966)やOscarCullmann(1902-)が 歴 史の神学 にお いてその一回

性 を扱 う時 に,用 いて いるの は 碓 αξで はな くEφ6π αξ で ある.筆 者 も本文 においてか

れ らにな らいEφdπ αξ に5π αξ を含 めそ して これを代表 させ ることにす る.

歴 史の一回性 という言葉は 口にされ筆 に もされ る.で は この一回性 とは何か.こ の間が

余 りに素朴な もので あると して斥 け られるほどに,そ れは解明ずみで あろ うか.新 約聖書

は事件,殊 にキ リス トの 出来事 を叙述 する時その出来 事の一回限 りの性格 を明記 して おり,

Eφdπαξはその筆者 たちの ロゴス とパ トス ガ秘 め られた浮彫 であ る.こ の文 にお いて意図

され るものは この浮彫 と してのEφ6π αξの周辺 に側光 を投ず ることで ある.こ の語の語源

また字義の変遷な どの言語学的な見解 やこれ が文 脈 と関連 す る文 献批判 について斯道の諸

彦か ら教示 を賜れば幸甚で ある.

時 熟と 忍φαπαξ

時熟はギ リシア語 καごρ69の 訳.こ の語3)は 新 約聖書 の殆 どの全 巻にわた って使 用 され

てい る.新 約聖書は旧約聖書 との意味関連 を保 ち,旧 約 の章句 を引用 してい る.し か し新
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約聖書 の各巻 の著者 たちが得 た旧約聖書 の知識 はヘブ ライ原 典24巻 か らではな く,B.C3

世 紀 にア レキサ ン ドリアでkoineに 訳 され たSeptuagint4)(LXX)七 十 人訳か らで あ った.

わ た くしたちが七十訳聖 書の成立 の過程 を注 視すれば,そ こにヘ ブライ5)思 想 とヘ レニズ

ム思考 とが,す べての翻訳においてそ うで あるよ うに,相 剋 し,融 合 して行 く道程 が うか

がわれ るのではなかろ うか.こ の ことか ら推 し,κ α`ρ69も ま た本来の意 味に根 ざ しつつ,

ヘ ブ ライ的な概念 を注入 された と思われ る.こ の語6)も また旧約の各巻 にあ らわれて来 る.

旧 約の巻頭の創世記は天地創造 に関 し次の記事 を掲げて いる.

神 はまた言われた,「 天のおおそ らに光が あって昼 と夜 とを分け,し る しのため季 節

のため,日 のため年 のためにな り,天 の おおそ らにあって地 を照 らす光 となれ」.そ

のよ うにな った.1.14

上 の 文は 日,季 節,年 の区切 を示 し,季 節は七十人訳聖書では κα`ρoo9と な り,英 訳では

SeaSOnSと されて いる.κ α`ρ69の原 意 はSeaSOnで は ないであろ うか.さ らに κα`ρ69が

seasonの 意 を含む例 と して下記の詩篇第一編 があげ られよ う.

この ような人は流れのほ とりに植え られ た木の時が来 ると実 を結 び,そ の葉 もしぼま

な いようにそのなす ところは皆栄え る.1.3

上 の 下線 を引いた部分の原文 を摘記すれば

6Tovκ αρπδ・αδτooδ誘σεごξ"κα`ρo/..-XCTOU.

で あ り,英 語で はwhichshallyielditsfruitinitsseason.と な って いる.

ギ リシア人 によれば四季の交替は法則 による 自然現象7)で あ る.が ヘブ ライ人 には これ

は 自由な神のわ ざとされ た.季 節の意味を持 った κoαごρ69は 神 のわ ざが早か らず遅か ら

ず,ほ どよい時,英 語 のrighttimeあ る いはdueseasonに 変 って行 く.こ の消息 は同

じ旧約聖書 に収め られ8),知 恵 文学 の類型 に入 れ られてい る伝道の書 にあらわれて いる.

天 が下の すべての事 には季節 があ り,す べてのわ ざには時があ る.生 るるに時が あり,

死 ぬ るに時があ り,植 えるに時があ り,植 えた るものを抜 くに時が あり,殺 す に時が

あ り,い やすに時 があ り,こ わすに時があ り,建 て るに時が あり,泣 くに時が あり,

笑 うに時があ り,悲 しむ に時があ り,躍 るに時があ り,石 を投げ るに時が あり,石 を

集めるに時があ り,抱 くに時があ り,抱 くことをやめ るに時が あり,捜 す に時 があ り,

失 うに時があ り,保 つ に時があ り捨て るに時が あり,裂 くに時が あり,縫 うに時 があ

り,黙 るに時があ り,語 るに時があ り愛す るに時が あり,憎 む に時が あり,戦 うに時

があ り,和 らぐに時があ る.3.1-9

煩 雑 をおそれ,原 文の文 頭を下に記す.

T・∂9πaα ツeXpov・S,κ α`κα`ρδ9τφ παレτ～πα6γματ`δπδzov・ δραり6ツ.

訳文 は原 意を忠 実に伝 えよ うとして καごρ内 に季 節の訳 を付 したろ うが この訳は原文の 精

神 を伝えてい るで あろ うか.

こ こでわた くした ちが注意 しなければな らな いのは,前 の文 に καごρ的 とと もに時間の

別な概念 を秘めて いるXpovoSが あ らわれ,そ して上に掲げた訳文の節 ごとに歌われて い

る 「時」が καごρ6gで あ ることで ある.伝 道の書の著者9)は 上 流階級の一人,こ の著は こ

の人の晩年の入生回顧か ら来 る告 白で あり,こ れには彼 が経験 した国際状勢の移 り変 り,政

界のなかの浮 き沈み,人 事の不如意な どが伏線 と して織込 まれて いることは明 らかで ある.

所 掲の文 には こう した著者 に 把握 され た時 間は καごρ69と して打出 され,こ こでseason

と しての この語の意味 はxpovosに 移 されたよ うに思われ る.

以上七十訳聖書 にあ らわれた καごρ69の 字 義 とその変遷の 一端 に触れて来 た.す で に述
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べ た ところか ら新約聖書 は文体 と思考 の二 つの様式 にお いて深 く七十人訳 と関連 して いる.

で は七十人 訳に導入 された καごρ内 は新約聖 書において どの ような場合 にどの ような意味

で書 かれてい るで あろ うか.本 文 においては これ につ いて一つの例で満足 しなければな ら

ない.

イ エス は彼 らに言われた.

「あなたがたは夕方 になる と 『空がま っかだか ら晴だ』 と言 い,ま た明け方 には 『空

が曇 ってま っかだか ら,き よ うは荒れだ』 と言 う.あ なたがたは空の模様 を見分け る

ことを知 りなが ら,時 の しる しを見分 け ることがで きないのか」マ タイ による福音書

16.(2-3)

上 の 出典で あるマタイによる福音書は70年 か10)ら80年 の 間にま とめ られ,こ れ には旧約聖

書の章句が挿入 され,そ の読者 と して対象 とされてい るのはユダヤ教か ら改宗 したキ リス

ト教徒で あった・上 に引用 した文の 中の時は καごρ69で あ る.こ こにはxpovosの 文 字が

な い・ しか しこれは上文 に示 されて いるよ うに 自然界 の時で はない.そ れは歴 史におけ る

時 を 自らに刻印 して いる.

1949年 に上 に紹介 した0.Cullmannは 「キ リス トと時」 を出版 した.こ れは第二 次世

界戦争以後の ヨーロ ッパの プ ロテス タン トの神 学に甚大な影響 を与えた.彼 は この書 で

κα`ρ内 を取上げ神学 的立場か らこの 語の解釈 に 労作 を して いる.そ れ と前後 して κα`ρ69

はzρ δッ09と 対 比 され 区別 され,現 代 のプ ロテス ト神 学の重要な術語 とな りテ0マ とされ

てい る11)・上 の二つの語の関連 と差異 とは以上 によ って点描 的に説 明され た.な お旧新両

約聖書の うち καごρ内 につ いて もっとも具体 的に例示 また例証 したのはすで に引用 した伝

道の書の部分で ある.こ の部分 に続いて次の句が ある.

Taσ6μ παツτα凌 δπo!ησεκαλ凌Evκ α`ρφauTOu.

神 の な され ることは皆その時 にかな って美 しい.

καζρ内 につ いての神学 的概念は何で あれ,上 の句は この語 を解釈す るは じめの 手懸 りと

な るのではなかろ うか・再 び0.Cullmann著 「キ リス トと時 に筆 を戻そ う.彼 がこの書

において先ずヘ レニズム時間 とヘ ブライ時間の思考形体 を比較 し,前 者 を永遠 回帰,後 者

を救 済史 と規定 し,か れについては

ギ リシヤ思想 においては,時 間が直線的 に考え られな いため に,歴 史が決 して連 関 した

歴史 自体 と してではな く,た だ個 々の運命だけが摂理(π ρ6"αα)の 働 く場所で あ りうる.

と言い,こ れにつ いては

新約聖書 は,今 日,昨 日,明 日とい う直線的な時間の概念 しか しらな い.そ して,す べ

ての哲学 的な改義 や形 而上学 への解体 は,そ れに無縁で ある.

と述べ ている.ギ リシァとキ リス ト教 との時間 と歴 史の認識様式 につ いて上記 と同じよう

にFriedrichGorgarten12)が1926年 に次の主張 を してい る.

ギ リシヤ的思惟 は実存 的現実の意 味におけは歴 史を知 らない.す なわ ち,ど こまで も無

時間 的に して無歴史 的なる本質 に焦点 を置かれたギ リシヤ的思惟に とっては,地 上の時

問 的出来事は精 々に,そ の無時間 的秩序 において時間な く,浄 福に安 らへ る本質の映像

にとどまる.

ヘ ブライ人 には実感が記述 を凌駕 し,経 験 が概念 に優先 し,実 践 が観 照に優 位 した.か

れ らは歴史的意識 と自覚 において他の オ リエ ン トの諸 国に類 を見 ないユニークな地位13)を

占め る民族で あった.

そ れでは,か れ らの民族 と しての歴史 的な 自覚の端初 とな った出来事 は何で あ ったか.
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それは 出エジプ ト記の中心記事 とな って いる出エジプ ト,す なわ ち,か れ らが奴隷 と して

被圧 され たエジプ トか ら脱 出 した事件ではな いで あろうか.出 エジプ ト記 によれば イス ラ

エルの脱 出に因みモ ーセの政治的軍事的立法的な行動が描かれて い る.… 般の史 家がモー

セの役割 に注 目す るのは 当然で ある.し か しユダヤ人 には この事件の イニシアテ ィブを取

ったのはモ ーセではな く,ヤ ハ ウエで ある神で ある.出 エジプ トはかれ らには神話で な く

歴史で ありかれ らは現代 にお いて もこの事件の史実性 を実証 しようと しない といわれる・

こう したイス ラエル史上の画期的な 出来事 と しての 出エジプ トの事件は エジプ ト側の資料

か らは確認す ることが出来ないが これが十八王朝の ラメセス2世 の時,B.C13世 紀 のな

か ごろの出来事で あることは学者間 に承認 されて いる.そ して 出エジプ ト記が編せ られ た

のはB.C6世 紀 の捕囚14)期以 後で ある.

事 件 と事件の記述 との間 には7世 紀のへだた りが ある.こ の間 イス ラエルは対 内的にま

た対外的 にさ らに宗教 に政治 に多 くの危機 を経験 し,こ れ を免れ た・ この よ うなイス ラエ

ルの歴史の盛衰をその民の神 ヤハ ウエの救 いと審 きと解釈 したのは八 世紀の予言者 たちで

あった.他 方かれ らはSubspecieDei(神 の 相のて に)世 界の動 向を省 察 した・かれ ら

は世界の国々の興亡をヘ ロ ドトスのよ うに運命15)(μ0`ρα)の たわむれ とは しなか った・か

れ らは これをヤハ ウエの審 きに帰 した.予 言者た ちの歴史観 を端 的に表現 した もの と して

下記の詩篇の一節が あげ られ るのではなか ろうか・

わ た しは心 をつ くして主 に感謝 し,あ なたの くす しきみわ ざをごとごと宣べ伝 えます.

い と高 き者 よ,あ なた によってわた しは喜びかつ楽 しみ あな たの 名をほめ歌います・ わ

た しの敵は退 くとき,つ まず き倒れて あな たの前 に滅び ま した・ あなたがわた しの正 し

い訴え を助け守 られたか らです.あ な たはみ くらに座 して正 しいさば きをされ ま した・

あな たは もろ もろの国民 を責め,悪 しき者 を滅 ぼ し,永 久 に彼 らの 名を消 されま した・

敵は絶 えはてて,と こ しえに滅び,あ なたが滅 ぼされ た もろ もろの 町はその記憶 さえ消

えうせ ま した.し か し主は とこ しえにみ位 に座 し,さ ば きの ために,み くらを設け られ

ま した.主 は正義 を もって世界 をさば き,公 平 を もって もろ もろの民 を さばかれます・

9.1--8

前 の 詩の精神がみ ごとに語 呂を合わせ たように要約 されて いるの はSchiller(1759-1805)

の詩Resignationの 中の次の句で あろう・

WeltgeschichteistWeltgericht.

世 界 歴 史 は 世 界 審 判 な り

かれ らの世界史観 は しか し選民 イス ラエルを中心 と した もので あ った・上 の詩に あらわ

れているよ うにヤハ ウエは選民 イス ラエルの敵 に復讐 した・がその選民 イス ラエルに対 し

て 罰が3代 か4代 に及んで も恵 みは千代 に至 った・ 重ねて記せ ばイス ラエルは多 くの国難

に遭遇 した.「 わ た しはあなたの神,主 で あ って,あ なたをエジプ トの地,奴 隷の家か ら

導 き出 した者で ある」.と いうモ ーセの十戒の第…条は 出エジプ トの出来事以来の この民

族の救 いの経験 を回顧 し,反 省 し,決 断 した信仰 告 白で はなかろ うか・出 エジプ ト記の序

曲にな してい る創 世記の巻 頭は次のよ うに記 してい る・

は じめに神 は天 と地 とを創造 された.

天 地の創造は神 のわ ざで ある.こ れには神 の能力が あらわれてい る.が 能力は神 自身では

ない.神 の能力は人の驚 異の的 とな り観照への示唆 とはな って も信仰 とはな り得 るで あろ

うか.
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ヤハ ウエへ(Yahweh)の 信 仰が イス ラエルに起 こ ったのは 出 エジ プ トの歴史的事件 を

通 してで あ った.こ れにおいてイス ラエルが出会 ったのはヤハ ウエの能力で あるよりはヤ

ハ ウエ 自身で あった.MartinBuberの 表 現 に あやかれば出 エジ プ トにお いてヤハ ウエは

自身を汝と して啓示 し,彼 に対 イス ラエルは我 として応答 した.イ ス ラエルには ヤハ ウエ

は 自然 の神で ある前に歴史の神で あ った.い なそ うな った.イ ス ラエルには こう して宇宙

(cosmos)と 歴 史(historia)と は 相互 に媒介 しつつ それぞれ別個 の領域 とな った.従 って

歴史16)の 時 間と 自然の時 間とはそれぞれに応 わ しい別個 の用語 を取 るのは当然で ある.

人 は歴史上の重大 な事件 を形容 して,占 今未 曽有 とか万国無比の語 を使 うことが ある.

古 今未 曽有 といい万 国無比 とい って もいず れ も人間 と人闘 との問の 出来事 に限 られて いた

のでは なか ろ うか.出 エジプ トはイス ラエルには人悶 と人聞 との間の 出来事でな く,神 と

イス ラエルという特定の民族 との 間に起 こ った事 件で あって,こ れは古今未 曽有 とか万国

無比 の二 語によ って道破 されない ものが ある・sacpoSに は 以上のよ うなイス ラエルの歴

史感覚 とYahweh信 仰 か ら来 る パ}・ス と ロゴス とは内包 に されてい るのではなかろ う

か.こ れ まで を要約すれば イスラエルは存 亡の危機 に直接 した.か れ らが危機を 自か らの

結束 によ って克服 したのではなか った.か れ らは危 機か らYahwehに よ って 救 済 された

ので あった.多 くの民のなかか らイスラエルが選ば れたよ うに連続 した時の うちか ら特 に

神が介入 したのは κα`ρ69で あ る・καζρ69に お け る出来事はそれゆえSt.Augustineの

い うSacral7)historiaに お け るHeilsgeschen(救 いの 出来事)で あ る.そ れゆえに人 が こ

のうような時の この ような 出来事 に応わ い もの としてEφdπ αξ を付す るの は 当を得てい

る.Eφ`をπαξ はすでに触 れてい るよ うにonceforallま たeinmalfurallema1と 記 され る.

人 が もしonceま たeinmalの 意 味 を近代的 な計数 とす るな らば 甚 しい誤謬で はなかろ う

か.こ の中 に含 まれ るものは古代イス ラエルのheiligeNummerす な わち宗教 的意 味の聖

な る数 として考えなければな らないのではなか ろうか.

ユ ダヤ教 のCanon(正 経)はTorahと 呼 ばれ創 世記 出エジプ ト記 しビ記民数記 申命記

の五つ の書 か ら成立 し 一般 にモ ーセの1=i書18)と 名付け られて いる.こ れ らの 五書 は著者 を

異 に し著作年 代を別に しなが らも,編 者 はそれぞれの角度か らこの事件を回想 し叙述 し,そ

してイス ラエルの歴 史哲学 に展開 してい る.出 エジプ トの事件は これ に参与 した当代の人

たちか らその経験 と感激 と 省察な どを世代か ら世代へ とTorahの 反 復熟読 によ りまたそ

の記念 を例えば過 越19)の祭 のよ うな祭儀 に移 し,さ らに安息 日の礼拝の賛美歌 とされ た詩

篇の奏楽 によ って伝達 した.こ こにonceま たeinma1と しての事 件がforal1ま たfur

allemalへ の 通路が見出 されたのではなか ろうか.

終末観とEφ απαξ

ノ

Eφ面 αξ は新約聖書の うち,ロ ーマへの手紙に 一回,ヘ ブル人への手紙 に3回,合 わせ

て4回 使われて いる.こ こで は ローマ人への手紙の6.10を ド記 に引用す る.

!f'/Vrapdπ6θαレ印
,τ ガ(をμαρτ♂αdπ6θαレεひ9φ6πα3δdζ ガ,ζガτωθ(∂.

なぜ な らキ リス トがただ一度罪 に対 して死んだので あり,キ リス トが生 きるのは,神

に生 きるの だか らで ある.

上 掲は大意 を伝 えて いる.だ が原意 に忠実 に文 法に厳密な もの として後の別訳 を掲げ る.

彼(キ リス ト20))が 死 んだその死 において彼 は罪に死 んだ,た だ…度.彼 の生 きる生

において神 に生 きて いる.

序 にローマ人への手紙 をパ ウロが書 いた時は紀元56年 か ら57年 の 頃.彼 がダマス コ途L.の
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出来事を契機に回心 してか ら20年 後 の こと.原 文の απ`θαッω は無限定の過去の 出来事 を

表わすAoristtense,強 意 が 彦φαπαξ にあるこ とは上 の文 の翻訳にあ らわれてい る.

旧 約 と新 約 との 分水嶺をなす ものは ナザ レの イエスその人で ある.旧 約時代 のsacra

historiaは ヤハ ウエ とモーセとの出会 か ら始 った.新 約のそれはイ エスの中 にまたイエス

を通 して成就 された.再 び繰返せば出 エジ プ トの記事は エジプ トの資料か らは実 証されな

い.イ エス の史実性 は しか しルカのよ うな 福音書記者は もちろんTacitusのAnalsに

よ って も疑われ るところがな い.選 民 イス ラエルの歴史が 出エジプ トの後 に始 る よ う に

Eκλησ〃α(教 会)が 成立 したのはイエスの死後で あ った・

イエスは衆 人環視の うちにローマ政府の合法 的な措 置の 下に十字 架の 上に処 刑 された.

それか ら三 日目の ことで あった.彼 が死人の 中か ら復活 したの は.こ れを 目撃 した人の名

と数 とを明記 して その歴史 的出来事 を例証 し論 証 したの はパ ウ ロの コ リン ト人への第 一の

手紙の15章 で ある.パ ウ ロの宣教 はキ リス トによる召命21)に始 る.彼 がイエスをキ リス ト

と信 じ神の子 と崇 め,い な,神 と して礼拝 したのはその死 人の中か らの復活のゆえにで あ

った.

ナ ザ レのイエスの死22)の さまは ローマの人には崇高その もの として心 を打 った.パ ウロ

は しか し彼の死 の意味を探 り,こ れ とその復活 との関連 との弁証を したのは,ロ ーマ人へ

の手紙で あり,上 は その例の ・つで ある.前 掲のoutofmark(的 は ずれ)を 意味す る

`Awaptiaが いわ ゆるoriginalsin(原 罪)の それ にな り
,こ れが生活感情 とな る端緒 とな っ

たの もイ スラエルの祭儀制度で あろ う.こ の祭儀では人がヤハ ウエと出会 うためには レビ

記23)に 示 されてい るよ うな幡祭や罪祭 に参加 しなければな らなか った.そ して これ らの祭

儀 には羊や 牛の血がヤハ ウエの祭壇の前 にあがな いのl/ilとして注がれ た.そ してこの祭儀

を執り行な うものは祭 司また大祭 司で あった.こ れ に参加す る ものは慣習反復の マネ リズ

ムにおちいるか あるいは,こ の祭儀 に象徴 され る精神 と実体 を模索 した.パ ウ ロは後の場

合 を代表す るもので あった.彼 は キ リス トの死が'1{や 牛 の11!を 流 す1祭 や罪祭 によ って予

型 されて いることを回心後 に啓示 され た.

キ リス トを律法の終わ り24)と して紹介す る時,パ ウロは イエス ・キ リス トに あるあがな い

とイスラエルにあるそれ との間 に 一・線 を画 し祭儀の救 いに対す る時効 を宣言 してい る.パ

ウ ロの論 理展開 とは異な り,祭 儀の世界 にノス タルジアを抱 くキ リス ト教徒 とな ったユダ

ヤ人の理解 に即応 した説得 を して いるの はヘブル人 への手紙で あ る.こ の記者は言 う.

大 祭 司は年 ごとに 自分 以外の ものの げnをたず さえて聖所 にい るが,キ リス トは,そ のよ

うにたび たび ご 臼身 をささげ られるので はなか った.も しそ うだ とすれば,世 の初めか

ら,た びたび苦難 を受 けねばな らなか ったで あろ う.し か し事実,ご 自身 をいけ にえ と

して ささげて罪 を取 り除 くために,世 の終 りに…一度だけ現 われたので ある.9.25-26

さ らに彼は

「見よ,わ た しは御 旨を行な うため にまい りま した」 とある.す なわ ち,彼 は,後 の

ものを立て るために,初 めの ものを廃止 されたので ある.こ の御 旨に基 きただ一一度 イ

エス ・キ リス トのか らだが ささげ られ ることによって,わ た したちは きよめ られ たの

で ある.10.9-一 一10

不 足 分なが らイエス ・キ リス トの死の意味は 上の二通の手紙 か らの 引用 とその説明 によ
ノ

って明 らか にされたのではなか ろうか.な お上はEφ 面 αξ と 灘 αξ が文 中に強勢の地 位
グ

を 占めて いる もの と して選ばれ た.こ れ らにおいてE晦 παξは反復回数の 止揚 と して 強

調 されて いること も,こ の時代の死んで よみ がえ り,よ みがえ ってまた死ぬ 輪廻 か らの救
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済 した例 えは イシス(Isis)の よ うな密儀 宗教 か らの隔絶 を示唆す るとも考え られ ないこと

はな いだろう・ しか しここに用 い られ た 左φαπαξには前節 にお いて示唆 され たとおり,聖

史 におけ る救 いの 出来事の性格が聖 なる もの とされ るため に数の計量性 よりも宗教性が よ

り強 く鼓吹 され表 出されて いるので はなか ろ うか.こ れに加 えて前節 において,こ の語は

κα`ρ69と の 関連 において述 べ られた.確 か に καごρ69が 新 約聖書 において用い られ る回数

は多い・回数 において遙か に少な いが時の観念 を包蔵 する比 重において この語 とともに注

目されてい るのは わωZατη加ρα(終 わ りの 日)と καごρ69訪zdτ α9と で あろ う.

終 わ りの 日の語 もまた,κ αごρ内 の場合 と同 じよ うに特定 の出来事 に語 られてい る.わ た

くした ちが これまで読んでヘ ブライ人への手紙の文頭 に次 のよ うに記 されてい る.

神 はむか しは,預 言者た ちによ り,い ろ いろな時 に,い ろいろな方法で 語 られたが,こ

の終 わ りの時には,御 子 によ って,わ た した ちに語 られ たので ある.1 .1-2

上 の訳文で この終 わ りの時が 日とされた ら原意 に近 いと言え るので あろ う.こ の手紙 は新

約聖書の 中で特別 な地位 を 与え られてい る.彼 の文体は福音書 と使徒行伝の著者で あるル

カ(Lukas)と と もにその洗練 さを賛え られ さらにイス ラエルの 祭儀 に通 じア レキサ ン ド

リアの哲学 をも身 につけて いるといわれ てい る.こ の記者の所掲の文か ら終わ りの 日の概

念内容を敷術すれば,こ れは神 に定め られ た新 しい κα`ρ内 で,御 子すなわ ちイエス ・キ

リス トが神 を語 る 日・それは 予言者 たちが神 につ いて語 った古い時代 とは っきりと境界線

を引いてい る・そ して これはひ とりこの記者の立場 だけで はない.表 現にニ ュア ンスの違

いが あって も,こ の立場においてはパ ウロも ヨハ ネ も符丁 を合 わせ たよ うな一致 を見せ て

い る.

κα`ρ6gの 出来事は 泥παξ であ るな らば,κ αごρ6gの 充満 と して 終わ りの 日は 左φdπαξ

(6π+どセπαξ)で なければ な らないではなかろ うか.パ ウロが ローマ人への 手紙で

キ リス トは死人 の中か らよみがえ らされて,も は や死ぬ ことがな く,死 は もはや彼 を

支配 しないことを,(わ れ ら)は 知 って いるか らで あ る.6.9

と言 いヘブル人 への手紙の記者 が

しか し彼は,永 遠 にいますかたで あるので変 らない祭 司の務 を持 ちつづけて お られ る

ので ある・ そこで また彼は,い つ も生 きていて彼 らのため とりな してお られ るので ,

彼 によ って神 に来 る人人 をいつ も救 うことがで きるので ある.7.24-25

と語 る時,こ こに もまた 彦φ6παξはoncefora11ま たeinmalfurallemalの 内 実を持

つのではな いだ ろうか.

終わ りの日とさばきの日とその中間時

マタ イ・ マル コ・ ルカの共 観福 音書第 四福 音書 ,ま たの 名の ヨハ ネの福 音書25)に は キ リ

ス トの復活の 記事 がある・ これ らの記事によれば復活 したキ リス トは異象 と して出現 する

のでは な く人格 と して顕現 し,出 会 いの弟子 と対話 を し,再 来 を約束 して昇 天 している.初

代のキ リス ト教徒の信仰は牛 リス トの παρωσぬ に焦点 を合わせ た.再 来 の約束 は遂 に成

就 しなか った・ ここにおいて使徒 たちは 自らに他 人に再二臨遅引 に対す る懐疑 を解決 しなけ

ればな らな くな った・かれ らは この よ うな状況 において眼をキ リス トの再来す る未来 に向

けずすで に成就 したキ リス トの 出来事 に着 〕しここに立脚 した.言 い替えればかれ らには

救い とはキ リス トが再び来 る 日に完 うさるべ き課題で な く永遠 に生 き,か れ らとともにあ

るキ リス トに保証 され る既得の所与で あった.

神 はひ とり子 を賜わ ったほ どにこの 世を愛 して ドさった.そ れは御子 を信 じる者 がひ と
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りも滅びないで永遠 に生命 を得 るためで ある.神 が御子 を世 につ かわ されたのは世を さ

ば くためでな く,御 子 によって この世が救われ るためで あ る.彼 を信 じる者 は さばかれ

ない.信 じな い者はすで にさばかれて いる.神 の ひ とり子 の名を信 じることをしな いか

らで ある.ヨ ハ ネによる福音書3.16-19

これ に因み 同 じ著者は次の よ うにい う.

わ た しの父のみ こころは,子 を見て信 じる者 が,こ とごと く永遠 の命 を得 ることなの

で ある.そ して,わ た しは その人 々を終 りの 日によみがえ らせ るで あろ う.6.40

終 わ りをあ らわすギ リシア語 にはEozα 〆η の外 にTdo9が あ り,こ れには 目標 また完成

の意味 がある.そ れ ぞれの 個所 に用 い られ ているこれ らの語の意味を適確 に捉えそれ に ピ

ッタ リと合 う訳語 を見1111すの は ヨー ロッパ やア メ リカで もむつか しい といわれ る.

一方ギ リシアにおいて時 間が末 になるにつ れて人を堕落 させ ると考え られたよ うに聖書

の終わ りの 日も日本の末世の意味 に近 い もの があ る.ヨ ハ ネによ る福音書 にお いて,旧 約

の 予言者以来の終わ りの 日の観念は 以上の よ うに一変 させ られた.ヨ ハ ネによ りば終わ り

の 日とは救 いが完成 され る時で ある.わ た くしたちはここにおいて終 わ りの 日がそのまま

さば きの 日に通 じるとす る早計 を警戒 しなければ な らない.キ リス トの救 いがschon-jetzt

・今すで に始 った・彼はnoch-nicht未 だ来 ない.今 はかれ らにはZwischenZeit(中 間 時)

で ある・ この 中間時はかれ らに κα`ρ69で あ る.パ ウロは下のよ うに記 して この間の消息

を伝 えている.

神 は こう言われ る.「 わ た しは恵 みの時 にあなたの願 いを聞 きいれ,救 の 日にあなた

を助 けた⊥ 見よ今は恵みの時,見 よ 今る救 いの 日で ある.

コ リン ト人への第二 の手紙6.2

これ には 日本の 卑近 なこんな時 は二 度とないとい う1:-1いな らしや好機逸 すべか らず と言 っ

た生活感情 と通 う もの がないで あろ うか.1%dπ αξ は このよ うには希望 と恐怖 との緊張が

こめ られて いる.

む す び

左φ6παξ が新約聖書 において使用 され る回数 が少ない.ハ バ クク書の旧約聖書の地位が

高 くない・ その 中の 「しか し義 人はその信 仰によ って生 きる」.と い う個所 は どれだけ読

者の心 に訴 えたで あろ うか.こ れが しか しパ ウロの 眼に触 れてか ら原著者の意味す る以上

の霊感 を与え,つ いに ロー マ人への 手紙 の中に 引用 され この 許簡 テー マと さえ され た.

-Eφ6παξ もこのよ うな運 命をたど ったので あろ うか.こ の語をひんぴん と使 うヘ ブル人へ

の手紙の筆者 は想像 が許 され るな らば彼 の先達 たちの書簡の文体 と表現 に物足 りな さと歯

痒 さとを覚 えたで あろう・ そ して その物足 りなさと歯痒 さとは 左φαπαξとかれ らの手紙の

なかに補入 することによ り正確 な把握 がで きた結果 医 されたのではなか った ろうか .
'1
ησOgzμ στδ99zθ99κ α!吻 ερ・ひ,cUαδτ69,κα∠ε∠9τ・USarcvvac.

私 訳 イエス キ リス トは昨年 も今 日も同 じお方,い なよろず 世まで も13.8

上 は ギ リシア語で キ リス ト教 思考 を表現 した もの.咋 年 を過 去,今 日を現在,よ ろず世 を

永遠 と読み変えれば,等 者の真意は次の よ うにparaphraseさ れ るよ うに思われ る.

過 去の ナザ レの イエス,現 在の神の 子キ リス トは過去 も現 在 も永遠の将来にわた りて変

らない方で ある.

彼 は地上の ゲ ツセマネで号泣 したイエスの姿 をそのまま天上 のキ リス ト25)に投 影 してい る.

彦φαπαξ がonceforallやeinmalfurallemalき 翻訳 され たの はこ うした脚光 の下にお
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い て ではなか ったろ うか.

注

1.Ro.6:101co.15:6Heb.7:299:1210:10.

2.Heb6:49:79:279:2810:212:2612:271Pet.3:183:20Jude3:5.

3.Englishman'sConcordanceofthenewTestament.NinthEditionに よ れ ば80.

4・Koineと は ア レ キ サ ン ダ ー 大 王 の 東 征 以 来 使 用 さ れ た 俗 語 ま じ り の ギ リシ ヤ 語.七 十 人 訳 と は
,ア

レキ サ ン ド リ ア 在 住 のdiasporaが ヒ ト人 で ブ ラ イ 原 典 か らKolneに 訳 し た と 言 わ れ る.場 所 は ア

レ キ サ ン ド リ ア,全 巻 が 訳 出 さ れ た 年 代 は 不 明.B.C.3世 紀 の 中 頃 に は モ ー セ の 五 書 が 完 訳 さ れ た.

5.PaulWendland:Diehellenstische-nomischekultur1912pp.187-192.

6.aconcordanceoftheSeptuagintに よ れ ば150を こ え て い る .

7.R.K.ブ ル トマ ン歴 史 と 終 末,中 川 秀 恭 訳,P.34.

8・ こ の 文 学 類 型 の 中 に は ヨ ブ 記 伝 道 の 書 箴 言 が あ る.囚 捕 後 の ユ ダ ヤ 人 の 懐 疑 思 想 が 反 映 して い る .

g.Ecc1.2参 照.

10.AD80-85と す る 人 も あ る.ThegospelaccorvingtoMathewbyHawardClarkKeep.609.

11.PaulTillich:TheprotestantEra.translatedbyJ.L.Adams.pp.32-51.

12.FriedrichGogarten:[Jhglaubeandendri-elnigewgotoinigenGott.EineUntersuchungdee

GlaubenundGeschichte1926.引 用 は 我 は 三 一 の 神 を 信 ず,ブ ー カ ル テ ン 著,坂 田 徳 男 訳PP.39-40.
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ヘ ブル 宗 教 の 起源J.コ ミー ク,～iこ出亨 訳pp.290-340.

懐 期 の思 想 と して の 旧約 聖 書 左 近 淑 参照.祭 司文書 の 場,キ リス トの 諸 問 題,神 学(36-37).
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R.G.コ リ ング ウ ッ ト著,自 然 の観 念,平 林 康 之 〃大 沼忠 弘訳P.269.

R.A.Markus:Saeculum:HistoryandsocietyinthetheologyofSt.Augustinepp.31.

渡 辺 義 太著,モ ーセ 五 書緒 論,参 照.渡 辺 義 乏く全 集収 蔵.

Ex.12ユ ダ ヤの 三 大 節 の 一一,聖 書 大 辞 典 .

ロー マ 人 への 手紙,訳 と解 訳,松 木治 三 郎 菩P.237.

Acts9.参 照.

Luk.23.47.

モ ー セの 五 書 の 一一つ.祭 司に関 す る規 則 の 記 事 が 多 い.

Rom.10.4!6λ09レ6μo～/Eλ09は 完 成 の 意 味 もあ る.

Heb.9.参 照.
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Nestle-AlandnovumTestamentumGraece1969.

SeptuagiantkandEnglishGkTestamentwiththeapacryphaBapister.

Summary

WhatdotheymeanbythedieEinmaligkeitinhistory?Manydiscussionswillbe

ノ
repeatedconcernigthisquestioninvariousangles.Eφ απαξisthewordintheNew

Testamentgreekinterpretinbonceforalloreinmalfurallemal.Inthispaperthe

writerhastriedtomakecleartheideaofthiswordinbiblicalbackground,and

hecomestotheconclusionthatthemeaningofthiswordisnotofmathematical

meaningbutsacredorigin.Wearehappyifthisshortessayplaysapartasthe

cluetoinquirehintswhatthebackgroundofhistoricalinterpretationis.

SeptuagintgreekandEnglish'TestamentwiththeApocrypha...SamuelBagster

andsonsimited


